
　農産物がより良く収穫されるように農地を整えた
り守ったり、あるいは農業に必要な水を川などから
引いて、水路で運んだり、大きな河川がない場合は
ため池を作ったりする事業を「土地改良」といい、そ
れを担う団体が「土地改良区」です。
　全国には4,043地区に土地改良区があり、農地
の所有者や、所有者から農地を借りている耕作者な
ど、組合員の総数は332万人に及ぶそうです。
　そうした土地改良に関わる人々が一堂に会し、情
報の共有や意見交換を行う全国大会が今年秋、初
めて奈良県で開催されることになりました。
　第48回全国土地改良大会奈良大会。
　11月17日（火）奈良市役所の近くにあるコンベ
ンションセンターがメイン会場で、大会のテーマは
『きれいな水』『豊かな土地』『美しいふる里』～水土
里が育てる　まほろばの里～と設定されました。
　「水土里」は文字どおり水と土によってもたらされ
る里の恵みを意味し、「水土里ネットワーク」は、各

地で組織されている土地改良区の連合体の愛称と
なっています。
　今年の大会に備え、奈良県の土地改良団体連合
会の一員として昨年、佐賀大会に参加したのです
が、地元の誇りとして紹介されていたのが「佐賀段
階」という言葉でした。
　これは、昭和の初期、佐賀県が水稲の反当たり収
量日本一になったことを示しているのですが、実は
その前、明治後半から昭和初期にかけて日本一の
地位にあったのは奈良県だったのです。
　「奈良段階」。戦後、吉野川分水が完成したことに
より、水不足は改善されましたが、それまで水の問
題で悩まされてきた奈良県の人々にとって、まさに
誇りとすべき歴史ではないでしょうか。
　コンベンションセンターの内外ではさまざまな企
業展示が、奈良市役所南側芝生広場では物産展が
行われ、県内各地の農産物が集結しますので、是非、
お出かけいただければと思います。

市長てくてく城下町247
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QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　令和14年に新しく生まれ変わる近鉄郡山駅前の「芝生広場」でどんなことができるか、みんなで試してみる
社会実験「しばふピクニック」を開催します！
　当日は、おいしいお弁当やおにぎりのキッチンカー、かき氷、コーヒー、ドーナツの屋台がやってきます。
　ミストの扇風機や日陰となる什器など、涼しく過ごせる準備もしているので、小さなお子様とも一緒にのんび
り楽しんでいただけます！
　お散歩やお買い物の合間に、ぜひふらっと遊びに来てください。
　出店者情報などの詳細や前回開催の様子はQRコードからご確認いただけます。

しばふピクニック（第2回）開催

問 駅周辺まちづくり推進課（内線677）

～1日限定の芝生広場で、まちの可能性を試してみよう～

み ど　り

出店情報など 前回の様子

日時＝9月30日（水）
　10時～14時（雨天延期）
　※雨天延期。
　（予備日：10月7日（水）
　 10時～14時）
場所＝三の丸会館前駐車場


